
本堂は天台宗の古刹で、昭和3（1928）年に一度焼
失、同26年に再建されています。もとの大日堂で、
明治36年の大山寺号復活に伴い、本堂と定められ
ました。

室町時代、天文21（1552）年に再建された大山に現存する
最も古い建物。中には、大仏師良圓の作とされる金色に
輝く阿弥陀如来と観音と勢至の両菩薩を安置する。お堂
も仏像も国の重要文化財。毎月18日に扉が開けられ仏像
を拝観できます。

11世紀末、大山の地蔵菩薩
は万物を救うと信じられ、
地蔵菩薩を祀る大山寺の牛
馬の守り札を求めて大山に
牛馬が集まるようになり、
やがてそれが牛馬市「大山

博労座」になりました。明治中頃の最盛期には
年間1万頭を超す牛馬が集まる国内最大の牛馬
市となり、市は昭和12（1937）年まで続きました。

地蔵信仰が育んだ
日本最大の大山牛馬市

日本遺産

昭和6（1931）年大山牛馬市

大神山神社奥宮幣殿

明治の寺号廃絶による解体の際に残された西楽院の
表門。県指定保護文化財となっています。

■大神山神社奥宮（国指定重要文化財）

■大山寺阿弥陀堂（国指定重要文化財）

■大神山神社奥宮（国指定重要文化財） ■自然石の参道
大山寺から大神山神社奥宮へと至る参道は約
700m。自然石を敷きつめた参道としては国内最長
です。


